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あらまし：学習において教授内容を表現する方法の一つとしてキットビルド概念マップ(KB マップ)が挙

げられる．先行研究では映像講義学習に着目し，KB マップと映像を対応させることにより特定箇所の復

習が可能な選択的再視聴機能が提案され，命題の説明順序を基に再視聴する際に誘導を行う再視聴推薦機

能が設計・開発されている．本研究では，試験的利用により学習効果の測定を行った． 
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1. はじめに 

近年，学習形態の一つとして映像講義が行われる

ようになってきている．映像講義は通常の講義と異

なり，学習者が説明内容を繰り返し視聴することや

特定の部分に絞って視聴することが可能であり，学

習者が自分のペースで学習することが可能となる． 

しかし，その一方で，自身が理解できていない箇所

や再度視聴すべき映像部分が分からず，その利点が

活用できない学習者が多いことも報告されている(1)． 

このような問題点を補助するために，映像教材と

キットビルド概念マップを組み合わせ，学習者の理

解に合わせて必要な部分に絞って映像を再視聴する

ことを可能にした選択的再視聴システム(2)が開発さ

れ，理解不十分な箇所の再視聴誘導を行う再視聴推

薦機能が拡張されている(3)．本稿では，試験的利用

により学習効果を測定した結果を報告する． 

 

2. KBマップによる映像講義の支援 

学習者による学習内容の整理と教授者による学習

者の理解状況の診断の方法として，キットビルド概

念マップ(KB マップ)が提案されている．KB マップ

を映像講義と連携させて利用できるように，選択的

再視聴機能や再視聴推薦機能が開発されている．  

2.1 概念マップ 

概念マップとは，概念（ノード）とそれらの関係

（リンク）から成る命題の集まりによって意味構造

を表した図的表現(4)である．概念マップの作成は知

識・理解の整理活動として学習効果が確認されてい

る．一方で，学習者により作成するマップが異なる

ため，教授者による即時診断が困難とされる． 

2.2 キットビルド概念マップ(KBマップ) 

KB マップは，概念マップの作成と診断の難しさ

を解消する手法として提案されたものである．その

特徴は，教授者が作成した，学習者と共有したい概

念マップ（ゴールマップ）をノードとリンクのセッ

ト（キット）へと分解したものを使って，学習者が

概念マップ（学習者マップ）を作成することである．

学習者マップはキットから作成されるのでゴールマ

ップの差分（比較マップ）を自動抽出することが可

能となっている．KB マップは通常の概念マップ作

成と同様の学習効果があり(5)，学習内容の整理活動

として有効であることが確認されている(6)． 

2.3 選択的再視聴機能 

映像講義は自学自習できる一方で，教授者による

即時的適応的なフィードバックが不可能である．そ

れを補うために，映像とゴールマップを対応付け，

比較マップと組み合わせることで，学習者の理解に

合わせて必要な部分に絞って再視聴できるように支

援するのが選択的再視聴機能である． 

ゴールマップを構成する各命題は，映像教材内の

いずれかの映像区間で説明されている．教授者がゴ

ールマップの各命題に対して，その命題を説明して

いる映像区間の対応付けを行うことで，比較マップ

で学習者マップとゴールマップの差分があったとき
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にその差分となる命題に対応する映像区間を検出す

ることができる．検出された差分と映像区間を学習

者に提示することで映像全編ではなく一部を選択的

に視聴できるようにする．先行研究において行われ

た実験により，選択的再視聴システムを利用した場

合は正しく命題が修正される率が高いことが確認さ

れた(2)． 

2.4 再視聴推薦機能 

選択的再視聴機能では学習者と教授者の理解のギ

ャップと対応する映像区間を提示できるが，マップ

の差分が大きい場合，どの命題から再視聴を行うの

かは学習者に任されている．これをガイドするのが

再視聴推薦機能であり，ある基準に従って学習者が

再視聴を優先的に行うべき命題を提示する(3)． 

図 1 にシステム上での再視聴推薦機能の提示例を

示す．図 1 では映像区間 3 の複数の命題が作成でき

ておらず，優先度設定に基づいて欠落リンクのラベ

ル背景の色が変化している．また，赤い欠落リンク

を選択することで映像ウィンドウが表示され，映像

区間 3 が再生されている． 

 
図 1 システム画面の例 

3. 実験 

工学部生 23 名を対象にしたシステムの試験的利

用を行い，概念マップ作成の学習効果を調べた．利

用は 1)映像視聴，2)プレテスト，3)マップ作成，4)

マップ修正，5)ポストテストの順で行った．マップ

作成および修正は 10 分間で行い，全員が最終的にゴ

ールマップと同一のマップを完成させた．プレ・ポ

ストテストは同一の内容で，図 2 に示すようにマッ

プに登場するノードを語群として与えた上で映像教

材の内容を要約する記述テストであった． 

 

図 2 記述テスト 

マップは映像教材の作成者がその内容を 11 個の

命題で表したものであり，これを文章に書き下した

ものが記述テストの解答になるものとしている．プ

レ・ポストの採点では解答中に含まれる命題の数を

カウントした．学習者全体の初回マップスコアの平

均は 8.78，標準偏差は 2.02，プレテストの平均値は

7.09，標準偏差は 1.68，ポストテストの平均は 7.52，

標準偏差は 1.95 であった．全体ではプレ・ポストテ

ストに 5%水準で有意差は無かった．さらにプレテ

ストの平均値で上位群 10 名，下位群 13 名に学習者

を分け，群ごとのスコアの平均をまとめた結果を図

3 に示す． 

 

図 3 テストスコア 

分散分析を実施したところ，プレテストにおける二

群間のスコア，下位群におけるプレ・ポスト間のス

コアに 5%水準で有意差があった．  

 

4. まとめと今後の課題 

本研究では，再視聴推薦機能を実装した KB マッ

プの試験的利用により学習効果の測定を行った．利

用の結果，映像視聴だけでは理解度が低かった学習

者に対してマップ作成が理解を促進したことが示唆

された． 

今後の課題として，下位群のテストスコアが優位

に上昇した要因となったプロセスを分析により明ら

かにすることが挙げられる． 
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